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新しい議会構成でスタート新しい議会構成でスタート新しい議会構成でスタート
議長に田口清隆氏、副議長に山本義隆氏を選出議長に田口清隆氏、副議長に山本義隆氏を選出

　謹啓、盛夏の候益々ご健勝のこととお喜び申し上げます。

　さて、私儀5月10日開会の第1回山江村議会臨時会において議長に選任され

ました。もとより微力ではございますが、各位のご指導ご協力を仰ぎ新たな意

欲と抱負のもとに円滑なる議会の運営と村政伸展のため全力を尽くす所存でご

ざいます。

　なにとぞ今後とも一層のご支援ご鞭撻を賜りますよう心からお願い申し上

げ、就任の挨拶といたします。

　任期満了に伴う山江村議会議員一般選挙後初めての議会は、平成23年5月10日に開催され、議長に、

田口清隆氏、副議長に山本義隆氏を選出しました。また、各常任委員会、議会運営委員会、一部事務組

合の議会議員などを決定し、新しい議会構成でスタートしました。

　尚本会議では、専決処分の承認を求めること8件、議会選出の山江村監査委員の選任同意などをいずれ

も原案どおり可決決定しました。

　この度の山江村議会臨時会におきまして、不肖私を副議長に推薦いただき就

任いたしました。身に余る光栄で、責務の重大さに身の引き締まる思いでござ

います。

　今日、住民の皆様の議会への期待と要望は多岐多様にわたっております。こ

のような皆様のご期待に沿えるよう研鑽を重ね、開かれた議会、住民のための

議会を目指して、鋭意努力する所存でございます。皆様のご指導、ご協力をお

願い申し上げ、就任の挨拶といたします。

山江村議会副議長

山本義隆

山江村議会議長

田口清隆

●●●

●●●

●●●

●●●

議長就任のご挨拶

副議長就任のご挨拶

平成23年7月30日発行 ②

（後列左から）岩山正義、西　孝恒、中竹耕一郎、谷口予志之、原先利且
（前列左から）田原龍太郎、山本義隆、田口清隆、松本佳久、秋丸安弘
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議会の主なうごき

山江村議会の構成山江村議会の構成山江村議会の構成
■正副議長　任期４年

【総務常任委員会】…５人

【経済建設常任委員会】…５人

議　長 　 田　口　清　隆　　 副議長　　 山　本　義　隆

■委員会

委員長　　田　原　龍太郎　  　副委員長　　  原　先　利　且

委　員　　西　　　孝　恒　　中　竹　耕一郎　   田　口　清　隆

委員長　　秋　丸　安　弘　　 副委員長　　　谷　口　予志之 

委　員　　松　本　佳　久  山　本　義　隆　   岩　山　正　義

【議会運営委員会】…４人

【山江村議会広報編集特別委員会】

【議会選出監査委員】 【人吉球磨広域行政組合議会議員】

【人吉下球磨消防組合議会議員】 【川辺川総合土地改良事業組合議会議員】

委員長　　松　本　佳　久　　　 副委員長　　　田　原　龍　太　郎　　　　　

委　員　　秋　丸　安　弘　　    原　先　利　且  顧　問　  田　口　清　隆

委員長　　中　竹　耕一郎　　　 副委員長　　　西　　孝　恒

委　員　　谷　口　予志之 　　　　　松　本　佳　久

監査委員　　谷　口　予志之 秋　丸　安　弘 　　 中　竹　耕一郎

田　原　龍太郎 原　先　利　且

第4回山江村議会臨時会

5月定例球磨郡議長会議

山江中学校体育大会

全国町村議会正副議長研修会

山江村自衛隊父兄会総会

山江村商工会総会

熊本丸岡会総会

熊本県町村議会議長研修会

人吉地区防犯協会連合会評議員会

山江村老人クラブ連合会総会

山江村シルバー人材センター定期総会

山江村防災会議

国道219号整備改良促進期成同盟総会

山江村身体障害者福祉協議会総会

第17回議長杯ビーチボールバレー大会

6月定例球磨郡議長会議

議会運営委員会

議会自主研修

臨時球磨郡議長会議・熊本県町村議会議長会臨時総会

第5回山江村議会6月定例会

県庁繊月会

７月定例球磨郡議長会議

川辺川ダム建設促進協議会定期総会

平成23年度三期成会合同定期総会

第６回山江村議会臨時会

議会常任委員長・議会運営委員長研修

全国森林環境税創設促進議員連盟総会

第１回山江村議会活動調査検討特別委員会
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議会活動調査検討特別委員会を設置！！
平成23年6月定例議会

　平成23年第5回6月山江村議会定例会が、6月15日から17日までの3日間開催され、議員発議１件、報

告２件、議案４件、同意1件、陳情１件について審議し、原案通り可決決定、人事案件については同意、

陳情書は経済建設常任委員会へ付託するなどとし閉会しました。

　議員発議につきましては、これまでの議会活動全般を見直し、地方自治の本旨に基づき、山江村と山

江村民の幸せ実現のための議会を目指し、「議会活動調査検討特別委員会」を設置し調査検討するもの

です。

平成23年7月30日発行 ④

※繰越明許費とは

　歳出予算の経費のうち、その性質上又は予算成立後の事由に基づき、年度内にその支出を終わらない見

込みのあるものについて、予算の定めるところにより、翌年度に繰り越して使用することのできる経費の

ことです。

　22年度は、国の交付金が、年度の後半に多く決定したため、繰越事業が多くなりました。

　なお、主な事業は、村道日向瀬小山田線道路改良事業、古敷地区駐車場整備事業、村内小学校空調設備

事業等です。

・議会活動調査検討特別委員会設置に関する決議について
（議会の活性化を図り村民に開かれた議会を目指し調査研究するもの）

・平成22年度繰越明許費（一般会計）の報告
（総額1億2310万1000円を翌年度へ繰り越すもの）

・平成22年度繰越明許費（特別会計ケーブルテレビ事業）の報告
　（総額1000万円を翌年度へ繰り越し、未加入世帯の引込事業を行うもの）

・山江村税条例の一部を改正する条例の制定について
　（地方税法の一部を改正する法律が公布されたことに伴い、条例の一部
　　を改正するもの）

・熊本県市町村総合事務組合規約の一部改正について
　（熊本県市町村総合事務組合規約の変更を行うためには、関係市町村議
　　会の議決を経る必要があるため）

・山江村監査委員の選任に関する同意を求めることについて
　（菅野隆治氏（味園）を適任と認め、地方自治法第196条第1項の規定
　　により、議会の同意を求めるもの）

・平成23年度山江村一般会計補正予算（第1号）
　（補正前の額に歳入歳出それぞれ1154万1000円を追加し26億8754万1000円
　　とするもの）

・平成23年度山江村ケーブルテレビ事業補正予算（第1号）
　（予算の総額は既定の額とし、予備費から研修旅費、研修負担金へ組み
　　替えるもの）

・県道相良人吉線迂回路整備に関する陳情書
　（県道相良人吉線の改良工事による通行止め対策として、迂回路の整備を陳情）

経済建設常任

委 員 会 付 託

《議決結果》

議　案　と　そ　の　内　容 議決の結果

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

可　　決

同　　意

可　　決

可　　決

山江村議会だより



平成23年度一般会計補正予算

平成23年度特別会計補正予算

【歳　入】

【歳　出】

【歳　出】

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）

ケーブルテレビ事業会計補正予算（第1号）

款

県支出金

繰 入 金

合　　計

款

総 務 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

消 防 費

教 育 費

予 備 費

合　　計

　　 目

一般管理費

　　 計

補正前の額 

2,862

2,862

補 正 額

139

139

計

3,001

3,001

区　分

旅　　　費

負担金補助
及び交付金

　　金　額　

86

53

139

説　　明　

研修旅費　86

研修負担金53

補正前の額 

484,924

326,026

311,958

19,172

99,960

142,047

1,948

2,676,000

補 正 額　

3,810

220

3,763

52

1,168

2,328

173

11,514

 合　　計  

488,734

326,246

315,721

19,224

101,128

144,375

2,121

2,687,514

　　　補 正 額 の 説 明

東日本大震災人的支援経費等

一般廃棄物収集車維持管理補助金

農業施設等整備工事費

吐合仮設トイレし尿処理委託料

消耗品等（消防ホース購入）

研究指定校事業助成金・修繕料等

予備費

補正前の額 

212,156

69,750

2,676,000

補 正 額  

1,514

10,000

11,514

合　　計  

213,670

79,750

2,687,514

　　　補 正 額 の 説 明

農地制度実施円滑化事業補助金
県指定教育研究推進校補助金

財政調整基金取崩し

平成23年7月30日発行⑤

節

目

予 備 費

計

補正前の額 

2,862

2,862

補 正 額

△139

△139

計

2,685

2,685

区　分

予備費

金　額

△139

△139

説　　明　

予備費　△139

節

山江村議会だより



議会活動調査検討特別委員会
設置に関する決議

議会活動調査検討特別委員会
設置に関する決議

議会活動調査検討特別委員会
設置に関する決議

１、名　　　称

２、設置の根拠

３、目　　　的

４、委員の定数　

　

５、調査研究期間

６、委員の任期　

　 　

７、経　　　費

８、提 案 理 由

議会活動調査検討特別委員会

地方自治法第110条及び山江村議会委員会条例第4条

議会活動全般を調査検討し、議会の活性化を図り村民に開かれた議会

の実現に向けて調査及び研究をするため。

議長を除く全議員

特別委員会設置の日から調査終了の日までとし、調査終了まで閉会中

も継続調査とする。

調査終了の日までとする。

本調査及び研究に要する費用は、予算の範囲内とする。

　　

日本国全体で地域主権改革が進む中、地方自治体における議会の役割

はますます重要なものとなってきている。新しい時代は、村民により

開かれた議会活動を進めることが必要不可欠となってきたことを認識

し、これまでの議会活動全般を見直し、継続するべきは継続し、改め

るべきは改めて、地方自治の本旨に基づき、山江村と山江村民の幸せ

実現のために日本一の理想の山江村議会を実現させるべく、ここに、

議会活動調査検討特別委員会の設置を提案する。

　次の通り議会活動調査検討特別委員会を設置するものとする。

記

平成23年7月30日発行 ⑥

　平成23年第6回山江村議会臨時会が、7月13日（水）午前10時から議会議事堂で開催されました。

本臨時会では、繰上げ補充となった、岩山正義議員の議席の指定および経済建設常任委員会委員への

指名が行われ、人吉球磨広域行政組合議会議員には中竹耕一郎議員を指名推薦により選出しました。

　議長発議による、山江村農業委員会委員の推薦については、中村幹雄さん（合戦峰）、川内美智代

さん（柚木川内）、東　明美さん（小山田）を推薦することに決定しました。

　執行部から提出された平成23年度一般会計補正予算（第2号）については、山田小学校校舎の雨漏

り修繕工事と山江村婦人会の地域婦人会ミニバレーボール県大会出場に伴う助成金の合計500万円を

追加する予算案を審議し、原案通り可決決定いたしました。

　また、今年3月11日に発生した、東日本大震災消防団活動において殉職された消防団員とその家族

への支援を求める意見書の提出を可決しました。

平成23年第６回山江村議会臨時会

山江村議会だより
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は
過
去
２
年
間
の

生
栗
購
入
40
ト
ン
に
伴
う
赤
字
欠

損
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

質
問
　
赤
字
の
原
因
を
生
栗
の
購

入
だ
け
に
特
定
す
る
の
は
お
か
し

い
。
売
り
上
げ
が
落
ち
て
い
る
中

で
固
定
経
費
は
変
わ
ら
な
い
事

が
、
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
原
因

で
あ
る
。
度
々
の
人
事
異
動
や
、

10
人
以
上
の
従
業
員
の
解
雇
等
も

赤
字
の
大
き
な
一
因
で
あ
り
、
企

業
で
一
番
大
切
な
こ
と
は
お
客
様

や
従
業
員
と
の
信
頼
関
係
で
は
な

い
の
か
？

答
弁
（
村
長
）
私
か
ら
従
業
員
の

首
を
切
っ
た
こ
と
は
一
人
も
あ
り

ま
せ
ん
。
経
営
は
理
想
で
は
動
き

ま
せ
ん
し
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
に
不

満
が
あ
る
方
は
辞
め
て
下
さ
っ
て

結
構
で
す
。
運
営
に
つ
い
て
は
支

配
人
に
す
べ
て
を
任
せ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
事
情
が
許
せ
ば
将

来
は
社
長
職
を
ほ
か
の
方
に
お
願

い
す
る
こ
と
も
考
慮
中
で
す
。

支
払
う
べ
き
残
業
代
等
に
つ
い

て
は
調
査
の
上
、
き
ち
ん
と
支

払
う
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。
ご

指
摘
の
点
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
て
今
後
の
経
営
に
当
た
り

ま
す
。

質
問
　
県
道
17
号
線
の
神
園

橋
か
ら
万
江
小
学
校
ま
で
の

県
道
は
狭
く
カ
ー
ブ
し
て
い

て
、
そ
の
間
は
神
園
橋
を
含

め
歩
道
は
な
い
状
況
で
す
。

こ
れ
ま
で
県
へ
の
申
請
や
要

望
さ
れ
ま
し
た
結
果
に
つ
い

て
。

答
弁
（
建
設
課
長
）
本
村
も

神
園
地
区
か
ら
柳
野
の
歩
道

設
置
は
毎
年
要
望
し
て
い
る

が
、
工
事
費
に
膨
大
な
金
額

が
か
か
る
こ
と
で
現
在
着
手

さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

万
江
地
区
の
幹
線
道
路
で
も

あ
り
今
後
も
県
の
方
に
要
望

し
た
い
。

質
問 

人
吉
側
か
ら
管
理
セ
ン
タ
ー

ま
で
は
歩
道
が
出
来
て
い
ま
す
が

万
江
小
か
ら
の
着
工
の
見
解
は
ど

う
で
す
か
。

答
弁
（
建
設
課
長
）
振
興
局
の
土

木
部
の
話
で
は
、
優
先
順
位
に
よ

り
整
備
を
進
め
て
い
る
。
県
道
17

号
に
つ
い
て
は
、
今
後
土
木
部
と

協
議
必
要
と
思
う
。

質
問 
村
内
の
各
種
看
板
に
つ
い
て

標
語
が
読
め
な
い
も
の
、
内
容

が
現
在
に
合
わ
な
い
も
の
等
あ

り
ま
す
が
今
後
の
予
定
に
つ
い

て
。

答
弁
（
総
務
課
長
）
機
能
を
果

た
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
数

あ
っ
た
。
平
成
21
年
度
事
業
と

し
て
計
63
基
を
設
置
し
た
。
他

の
看
板
に
つ
い
て
は
早
急
に
改

修
、
不
用
な
も
の
は
撤
去
す

る
。

質
問 

万
江
川
や
山
田
川
の
様
子

を
表
し
た
看
板
は
、
環
境
教
育

や
自
然
の
学
習
活
動
の
一
環
と

し
て
良
い
と
思
い
ま
す
が
。

答
弁
（
健
康
福
祉
課
長
）
質
問

の
看
板
は
19
年
程
前
の
も
の
で

表
示
も
見
え
な
く
な
っ
て
い
る

が
、
修
繕
を
行
い
環
境
保
護
を

喚
起
す
る
よ
う
な
看
板
と
し
て

活
用
し
た
い
。
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・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
運
営
、
利
活
用
に
つ
い
て

・
観
光
施
策
に
つ
い
て

中
　
竹
　
耕
　
一
　
郎
　
議
員

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
運
営
、
利
活
用
に
つ
い
て

・
観
光
施
策
に
つ
い
て

中
　
竹
　
耕
　
一
　
郎
　
議
員

質
問
　
交
付
金
を
活
用
し
て
繰
越
事
業

で
未
加
入
対
策
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
計
画

さ
れ
て
い
る
が
進
捗
状
況
は
い
か
が
？

最
終
的
な
加
入
率
は
ど
う
な
る
の
か
？

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
？

答
弁
（
産
業
情
報
課
長
）
今
回
加
入

は
43
件
あ
り
加
入
率
と
し
て
は
８
０.

３
％
と
な
る
。
す
で
に
工
事
入
札
も

終
わ
り
11
月
30
日
を
工
期
期
限
と
し

て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

質
問
　
ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
終
了
も
間
近

に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
未
加
入
世
帯

に
つ
い
て
も
放
っ
て
お
か
な
い
で
今
一

度
丁
寧
な
説
明
な
ど
何
ら
か
の
呼
び
か

け
が
必
要
で
は
な
い
か
？
村
内
の
電
気

設
備
業
者
に
業
務
の
協
力
を
依
頼
す
る

等
予
定
は
な
い
か
？

答
弁
（
村
長
）
未
加
入
の
人
々
に
も

ご
理
解
を
頂
き
で
き
れ
ば
１
０
０
％

を
め
ざ
し
て
何
ら
か
の
取
り
組
み
を

し
た
い
。

質
問
　
施
策
の
柱
に
掲
げ
て
い
る

「
官
民
相
互
支
援
負
担
に
よ
る
公
平

な
情
報
伝
達
に
つ
い
て
」
分
り
易
く

具
体
的
に
伺
い
た
い
？
尚
、
放
送
広

告
宣
伝
に
よ
り
収
入
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
が
ス
ポ
ン
サ
ー
獲
得
も
必
要

で
は
な
い
か
？

答
弁
（
村
長
）
官
民
相
互
支
援
負
担

に
よ
る
連
携
、
自
主
自
立
運
営
を
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
広
告

有
料
放
送
な
ど
今
後
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
と
す
る
。

質
問
　
加
入
さ
れ
た
各
家
庭
に
は
端

末
機
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
高
齢

者
の
安
否
確
認
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
か
？

答
弁 (

産
業
情
報
課
長
、
健
康
福
祉
課
長)

15
区
で
モ
デ
ル
的
に
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。

質
問
　
今
ま
で
独
自
に
取
材
編
集
さ

れ
て
い
た
マ
ロ
ン
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

は
今
後
取
り
組
ま
れ
る
予
定
は
な
い

の
か
？

答
弁
（
村
長
）
民
間
の
知
恵
導
入
に
つ

い
て
は
当
然
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

質
問
　
行
政
改
革
委
員
会
の
答
申
が

あ
る
が
村
営
学
習
塾
に
活
用
さ
れ
る

の
か
？

答
弁
（
村
長
）
学
校
教
育
は
も
ち
ろ

ん
、
福
祉
分
野
に
つ
い
て
も
住
民
が
も

と
め
て
い
る
ニ
ー
ズ
に
取
り
組
む
。

質
問
　
先
般
の
村
議
会
選
挙
の
開
票

実
況
は
な
ぜ
放
送
さ
れ
な
か
っ
た
の

か
？
村
長
の
一
存
な
の
か
？

答
弁
（
村
長
）
選
管
と
協
議
し
て
文

字
放
送
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
公
共

放
送
に
村
長
が
介
入
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
放
送
す
る
よ
う

に
指
示
し
た
。
放
送
審
議
会
は
開
か

れ
な
か
っ
た
。

質
問
　
先
般
の
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
福
島
原
発
が
壊
滅
的
被
害
を
受
け

た
。
今
後
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転

換
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

先
進
的
に
取
り
組
ま
れ
る
計
画
は
な

い
か
？

答
弁
（
村
長
）
原
発
事
故
の
教
訓
を

生
か
し
た
安
全
管
理
体
制
の
確
立
し

た
最
小
限
度
の
原
子
力
発
電
と
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
併
用
し
た
共
存
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
あ
る
。
過
疎
債

の
対
象
に
な
る
の
で
前
向
き
に
取
り

組
む
こ
と
と
す
る
。

質
問
　
観
光
施
策
は
地
域
経
済
を
活
性

化
し
元
気
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、

村
長
の
基
本
的
な
姿
勢
に
つ
い
て
？

答
弁
（
村
長
）
観
光
等
は
広
域
行
政

で
取
り
組
む
方
が
効
率
的
で
あ
る
。

本
村
の
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や

磨
き
上
げ
に
よ
り
多
く
の
メ
ニ
ュ
ー

を
提
供
す
る
。
対
外
に
Ｐ
Ｒ
し
知
名

度
の
向
上
に
努
め
稼
げ
る
村
、
儲
か

る
村
を
目
指
す
。
市
町
村
間
で
施
策

の
協
議
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

質
問
　
観
光
施
策
に
は
ソ
フ
ト
面
、

ハ
ー
ド
面
あ
り
ま
す
が
、
「
も
て
な

し
の
心
」
が
必
要
で
あ
り
訪
れ
る
人

た
ち
を
案
内
す
る
観
光
ガ
イ
ド
を
組

織
す
る
計
画
は
あ
り
ま
す
か
？
山

田
、
万
江
そ
れ
ぞ
れ
県
道
沿
い
に
公

衆
ト
イ
レ
を
整
備
す
る
考
え
は
な
い

か
？
併
せ
て
観
光
案
内
看
板
の
整
備

は
い
か
が
？

答
弁
（
村
長
）
観
光
ガ
イ
ド
に
つ
い

て
は
歴
史
資
料
館
を
中
心
に
据
え
て

育
成
し
ま
す
。

ト
イ
レ
の
整
備
に
つ
い
て
も
観
光

コ
ー
ス
設
定
に
合
わ
せ
多
方
面
、
多

目
的
に
利
用
で
き
る
も
の
を
考
え
て

い
る
。

CATVセンター

議
会
事
務
局
か
ら
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

議
会
事
務
局
か
ら
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ

だ
ん
だ
ん
な
ぁ

だ
ん
だ
ん
な
ぁ

だ
ん
だ
ん
な
ぁ

　
議
会
で
は
、
住
民
の
皆
様

か
ら
の
請
願
や
陳
情
に
つ
き

ま
し
て
、
以
下
の
と
お
り
常

時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

● 

請 

願

　
住
民
の
希
望
や
意
見
を
直

接
村
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め

の
手
段
と
し
て
だ
れ
で
も
議

会
に
対
し
請
願
す
る
請
願
権

を
憲
法
第
16
条
に
よ
り
保
障

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
議
会
に
請
願
を
提
出
す
る

場
合
は
、
地
方
自
治
法
第
１

２
４
条
に
よ
り
、
必
ず
１
人

以
上
の
議
員
の
紹
介
が
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
紹
介
議

員
と
な
る
議
員
は
、
請
願
内

容
に
同
意
し
た
上
で
請
願
書

に
、
記
名
押
印
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

● 

陳 

情

　
陳
情
は
請
願
と
違
い
、
紹

介
議
員
は
必
要
と
し
ま
せ

ん
。
取
り
扱
い
は
、
議
会
運

営
委
員
会
で
協
議
し
、
特
に

意
見
が
な
い
場
合
、
本
会
議

で
の
審
議
と
な
り
ま
す
。
こ

の
場
合
特
に
申
し
出
が
無
い

場
合
、
陳
情
者
へ
の
報
告
等

は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
請
願
と
陳
情
に
つ
い
て
】

議
会
事
務
局
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

電
話 : 

２
３-

３
４
０
１

　
（
域
内
無
料
電
話
共
通
）

議
会
広
報
委
員

　
田
植
え
が
済
ん
だ
一
面
緑
の
田
ん
ぼ
で

蛙(

か
え
る)

の
合
唱
、
朝
夕
暮
れ
時
に
響

く
蜩(

ひ
ぐ
ら
し)

の
鳴
声
い
ず
れ
も
心
地

よ
い
音
？
に
季
節
を
感
じ
、
迫
り
く
る
暑

い
夏
に
備
え
な
け
れ
ば
と
思
う
此
頃
で

す
。
昨
今
の
想
定
外
の
自
然
の
猛
威
（
東

日
本
大
震
災
、
原
発
被
害
、
大
型
台
風
６

号
、
記
録
的
気
象
）
、
混
迷
す
る
政
治
不

安
に
心
を
痛
め
て
い
る
輩
も
多
い
の
で

は
。
或
る
人
は
人
災
と
も
言
う
。

　
一
方
サ
ッ
カ
ー｢

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン｣

の
快
挙
は
日
本
に
最
高
の
元
気
と
勇
気
を

与
え
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
騒
々
し
い
世

の
中
で
あ
る
。

　
前
代
未
聞
、
残
念
で
あ
る
が
衝
撃
的
な

事
件
で
幕
を
引
い
た
議
会
も
改
選
後
の
初

議
会
を
終
了
し
、
よ
う
や
く
始
動
す
る
こ

と
が
出
来
た
。
全
議
員
気
を
引
き
締
め
て

信
頼
回
復
に
処
す
る
事
と
し
、
早
速
村
民

の
幸
せ
実
現
の
た
め
あ
る
べ
き
議
会
を
模

索
す
る
議
会
活
動
調
査
検
討
特
別
委
員
会

を
発
足
さ
せ
活
動
に
着
手
し
た
。

　
今
回
お
届
け
す
る
議
会
広
報
も
平
成
13

年
創
刊
以
来
10
年
の
歳
月
を
経
て
Ｎ
Ｏ.

42

号
を
数
え
る
。
閉
ざ
さ
れ
た
議
案
審
議
か

ら
脱
却
し
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
村
民

と
議
会
の
最
も
身
近
な
掛
け
橋
に
な
る
議

会
広
報
を
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　
村
民
の
方
々
の
熱
く
そ
し
て
限
り
な
い

叱
咤
激
励
を
期
待
し
ま
す
。
不
慣
れ
な
広

報
編
集
委
員
で
す
が
今
後
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
「
ま
る
お
か
」

無
事
発
行
で
き
ま
し
た
。
愛
読
者
に
感

謝
。
だ
ん
だ
ん
な
あ
ー
！（

文
責
　
中
竹
）

中
竹
　
耕
一
郎

西
　
　
孝
　
恒

松
本
　
佳
　
久

谷
口
　
予
志
之

委

員

長

副
委
員
長

委
　
　
員

　

〃

　


